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4 放射線治療

プラスするとその効果が増強されます。
放射線治療は月曜日〜金曜日の週５日間を約６週

間行います。開始２週間を超えると放射線性の口内
炎、咽頭炎、皮膚炎が出現してきます。治療が進む
につれて、それらは増悪するため嚥下が困難となっ
てきます。経口摂取が無理な状態になると入院とな
ります。
また化学療法を併用する場合には、化学療法のた

めに10日ほど入院が必要となります。放射線治療は
手術に比べて、治療期間が長く、痛みや苦痛を感じ
る期間も長いですから高齢者には不向きな治療法と
言えます。
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今回は口腔がんの放射線治療に関しての話です。多くの場合はまず手術を行い、
その後に補助治療として放射線治療を行います。その場合は頸部転移リンパ節が４
個以上ある場合に放射線治療を行うことが望ましいとされます（頸部転移リンパ節
が4個以上ある場合、有意に予後が悪くなるため）。
初診時からがんが進行しており切除により大きな機能障害が残る場合や審美的な

マイナスが大きい場合には、最初の治療を手術ではなく放射線と化学療法を組み合
わせて行うこともあります。放射線治療に化学療法を

開放型病床 登録医制度における歯科医師の登録医登録を開始

登録医になっていただくと…
・ご紹介患者様の受け入れは原則お断りしません。
（やむを得なくお断りをする場合はご容赦ねがいます。）

・当院の歯科担当医との共同診療（共同指導）が可能です。
・紹介カードを作成し、当院HPや１階ロビーのタッチパネルなど
で、逆紹介をご希望される患者様に優先的にご紹介します。

・ネット予約がご利用いただけます。

地域診療所との連携強化を目的とした開放型病床登録医制度を医科の医師を中心に進めてきまし
たが、2018年度より地域歯科診療所の先生方にも登録医登録にご協力いただき、現在110名以
上の歯科医師の先生方と連携を強めています。

＜登録方法＞
患者支援連携センター
（06-6992-5373）へ
ご連絡ください。
担当者が対応させて
いただきます。
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